
プログラム　9月 7日（土）
オンデマンド配信あり　

モーニングセミナー1 第 1 会場（2F　ホール）　9：00～9：40

司会：野口　雅弘（北陸大学）

 エビデンスはどのように読み解き，臨床実践・社会実装へとつなげるのか 
－疫学を理解して理学療法・公衆衛生実践へ活かす－

東京都立大学健康福祉学部理学療法学科 准教授　　田島　敬之

大会長基調講演 第 1 会場（2F　ホール）　10：30～10：50

司会：小澤　純一（福井県立病院）

 空の青さを知る
第 40 回東海北陸理学療法学術大会 大会長/羽島市民病院　　舟木　一夫

特別講演 第 1 会場（2F　ホール）　11：00～12：00

司会：村雲　　憲（東可児病院）

 井の中の蛙大海を知らず、されど空の青さ深さを知る、そして未来は明るい
公益社団法人日本理学療法士協会 会長　　斉藤　秀之

ランチョンセミナー1 第 1 会場（2F　ホール）　12：20～13：10

 理学療法士のトータルマネジメント～バックオフィスとの協業を中心に～
株式会社 gene 代表取締役　　張本　浩平

共催：株式会社 gene

シンポジウム1 第 1 会場（2F　ホール）　13：30～15：00

理学療法士の魅力・やりがい応援シンポジウム

司会：舟木　一夫（第 40 回東海北陸理学療法学術大会 大会長/羽島市民病院）

 その先にあるもの
文京学院大学 学長　　福井　　勉

 街づくりの視点で広がる理学療法士のキャリアビジョン 
～広義でのリハビリテーションマネジメントの実践課程とキャリアアップ～

株式会社ほっとリハビリシステムズ 代表取締役　　松井　一人
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 対話でつくる、組織を元気にする場づくり
ひとづくり工房 esuco 代表　看護師　ナースファシリテーター  

　生涯学習財団認定ワークショップデザイナー　　浦山　絵里

シンポジウム2 第 1 会場（2F　ホール）　15：10～16：40

サルコペニア・フレイルを多様な視点で考える 
～運動器・中枢・内部のそれぞれの立場から～

司会：三川浩太郎（中部学院大学）

 脳卒中におけるサルコペニア・フレイルの評価と理学療法の展開
関西医科大学　　野添　匡史

 呼吸器疾患におけるサルコペニアとフレイルの現状と対策、そして課題
平松内科・呼吸器内科小牧ぜんそく睡眠リハビリクリニック　　辻村　康彦

 高齢期におけるサルコペニア・フレイル予防を運動器 痛対策の視点で考える
神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部リハビリテーション学科  

理学療法学専攻 准教授　　平瀬　達哉

日本理学療法士連盟共催シンポジウム 第 1 会場（2F　ホール）　16：50～17：50

座長：友清　直樹（日本理学療法士連盟 会長代行）

 平均年齢 30 歳代 理学療法士の未来について考える
のぞみの丘ホスピタル　　須田　貴大

Life Up Kani　　片桐　辰徳
特別養護老人ホームシクラメン　　原　　　司

モーニングセミナー2 第 2 会場（5F　大会議室）　9：00～9：40

司会：吉田　尚起（美濃病院）

 パラスポーツの青さを知りレガシーを伝える　～パラスポーツの楽しさを後進へ～
日本パラスポーツ協会指導者協議会中部東海ブロックトレーナー部会  

 岐阜県代表委員/岐阜県競技力対策本部 医療部門委員/  
日本スポーツ協会アスレティックトレーナー岐阜県連絡協議会 副会長　　伊神　和史
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シンポジウム3 第 2 会場（5F　大会議室）　10：30～12：00

理学療法士としてのキャリアデザイン　 
～様々な現場で活躍する理学療法士～

司会：大町かおり（長野保健医療大学）

 学校スポーツトレーナーが活動する意義 
～豊橋市での学校スポーツトレーナーの活動報告と未来～

株式会社 Performance Reha 代表取締役　　神谷　秀明

 企業の中での理学療法士　～福祉用具メーカーにおける理学療法士の役割～
パラマウントベッド株式会社営業統括部クリニカルケアチーム  

 シニアエキスパート　　小池　清貴

 理学療法士の産業保健分野における活動の実際  
-国民も自身も 70 歳まで健康で安全に働くことを目指して-

公益財団法人豊田地域医療センターリハビリテーションセンター 主任/  
日本産業理学療法研究会 理事　　木村　圭佑

ランチョンセミナー2 第 2 会場（5F　大会議室）　12：20～13：10

司会：三浦　大介（県立多治見病院リハビリテーション科）

 小児のシーティング　～目の前で起こっている現象の捉え方～
静岡県立こども病院　　稲員　惠美

共催：株式会社アシスト

教育セミナー1　【中枢】 第 2 会場（5F　大会議室）　13：30～14：30

司会：菅沼　惇一（中部学院大学）

 半球間相互作用の神経可塑性に着目したリハビリテーション戦略
京都橘大学大学院健康科学研究科 准教授/  

情報通信研究機構脳情報通信融合研究センター 特別研究員　　中野　英樹

口述1　中枢神経 第 2 会場（5F　大会議室）　14：40～15：40

座長：内山　圭太（金沢赤十字病院）

O-01 脳卒中片麻痺症例に対する前脛骨筋機能的電気刺激と股関節Pull off を意識したトレッドミル
練習併用が歩行能力に与える影響～ABデザインによる効果検証～

社会医療法人厚生会中部国際医療センターリハビリテーション技術部　　荘加　克磨

O-02 小脳性運動失調患者に対する短下肢装具を用いた歩行練習が歩行速度および時間距離因子に 
及ぼす治療効果―症例報告―

医療法人珪山会鵜飼リハビリテーション病院リハビリテーション科　　水野　敬太
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O-03 痺れ感により麻痺側上肢の使用頻度が低下した被殻出血例 
―痺れ同調 TENSによる治療介入―

医療法人偕行会偕行会リハビリテーション病院リハビリテーション部　　佐藤　直弘

O-04 回復期脳卒中患者に対して機能的電気刺激とトレッドミルを併用した歩行訓練の効果： 
シングルケースデザインによる検証
医療法人弘遠会すずかけヘルスケアホスピタルリハビリテーション技術部　　早川　佳秀

O-05 亜急性期脳卒中片麻痺者の歩行パターンの変化を判断する客観的基準―決定木を用いた分析―
藤田医科大学病院リハビリテーション部　　井元　大介

O-06 重度運動麻痺を呈した脳卒中片麻痺患者に対するウェルウォークおよびオルソボットの使用経験
浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション部　　竹腰　　友

O-07 重度運動麻痺を呈した脳卒中患者 1例における歩行自立度と大腿四頭筋筋厚との経時的変化
春日井整形あさひ病院リハビリテーション科　　岩見　周弥

教育セミナー2　【地域】 第 2 会場（5F　大会議室）　15：50～16：50

司会：小林　弘明（岐阜県総合医療センター）

 高齢社会における理学療法士としての役割と魅力の再考
鹿児島大学医学部保健学科理学療法学専攻基礎理学療法学講座 教授　　牧迫飛雄馬

口述2　その他 第 2 会場（5F　大会議室）　17：00～18：00

座長：森　　優太（花の丘病院）

O-08 内向的な 2者間で形成されるバディであっても在宅運動が継続する関わりの検討  
－通所リハを利用する要介護高齢者において見本者の活用を試みた事例考察－

愛知県厚生農業協同組合連合会安城更生病院介護老人保健施設あおみ　　平川　雄太

O-09 Visual Basic for Applications を活用した訓練予定表作成の効率化への取り組み
すずかけヘルスケアホスピタルリハビリテーション技術部　　野口　　光

O-10 痙縮を有する回復期脳卒中者の下腿三頭筋への体外衝撃波治療の検討　 
改善者と非改善者の患者属性および照射設定の違い

医療法人偕行会偕行会リハビリテーション病院リハビリテーション部　　奥田　翔吾

O-11 早期社会復帰を可能とした急性前骨髄性白血病患者の症例報告
愛知医科大学病院リハビリテーション部　　浅井　優子

O-12 ロジスティック回帰分析を用いた地域在住中高齢者の転倒リスク因子の同定
中部学院大学看護リハビリテーション学部理学療法学科/  
東京都立大学大学院人間健康科学研究科理学療法科学域　　菅沼　惇一

O-13 リハビリテーション病院における理学療法士の働きがい  
－経時的変化から見る衛生要因の特徴および取り組みの報告－

JA 静岡厚生連中伊豆温泉病院理学療法科　　山下　淳一
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O-14 認知機能低下・抑うつ症状に対する行動変容介入　 
身体活動量の向上に難渋した地域包括ケア病棟入院患者の一事例

社会医療法人財団新和会八千代病院総合リハビリセンター　　神原　昇也
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プログラム　9月 8日（日）
オンデマンド配信あり　

モーニングセミナー3 第 1 会場（2F　ホール）　9：00～9：40

司会：田島　嘉人（平成医療短期大学）

 ChatGPT の使い方　～基本的な機能から応用例まで～
平成医療短期大学リハビリテーション学科理学療法専攻 講師　　澤村　彰吾

教育セミナー3　【運動器】 第 1 会場（2F　ホール）　9：50～10：50

司会：久保田将成（岩砂病院・岩砂マタニティ）

 歩行機能獲得のためのバイオメカニクス治療アプローチ
国際医療福祉大学大学院福祉支援工学分野 教授　　石井慎一郎

教育セミナー4　【循環器】 第 1 会場（2F　ホール）　11：00～12：00

司会：西中川　剛（中部学院大学）

 井の枠を越えて：循環器理学療法の新たな挑戦
常葉大学健康科学部静岡理学療法学科 教授　　加藤　倫卓

ランチョンセミナー3 第 1 会場（2F　ホール）　12：20～13：10

司会：村上　忠洋（社会医療法人宏潤会大同病院リハビリテーション科 科長）

 理学療法における懸架・免荷装置と介護リフトの活用～活動再建から機能維持までを考える～
藤田医科大学保健衛生学部リハビリテーション学科 准教授  

　大学院保健学研究科 准教授　　大塚　　圭

共催：株式会社モリトー

教育セミナー5　【運動器】 第 1 会場（2F　ホール）　13：30～14：30

司会：植木　　努（平成医療短期大学）

 結果を出せるストレッチング処方をするためのエトセトラ
西九州大学リハビリテーション学部理学療法専攻 准教授　　中村　雅俊
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セレクション発表 第 1 会場（2F　ホール）　14：40～15：30

座長：村井　　敦（メディライフ・あべクリニック）

S-01 肩外側部痛に肩甲上神経が関与した野球肩症例
よしだ整形外科クリニックリハビリテーション科　　佐々木達也

S-02 若年者と高齢者の消化器がん術後における運動耐用能低下の特徴
藤田医科大学岡崎医療センターリハビリテーション部　　後藤　寧々

S-03 理学療法士国家試験に対する大規模言語モデルのパフォーマンス評価  
―問題形式の違いに注目して―

平成医療短期大学リハビリテーション学科理学療法専攻　　澤村　彰吾

S-04 腰痛によるプレゼンティズムの経験を有する労働者は休日の身体活動性が低い
三重大学医学部附属病院リハビリテーション部　　加藤　俊宏

S-05 人工膝関節全置換術後患者の在院日数と関連する術前因子について
藤田医科大学岡崎医療センターリハビリテーション部　　岩田　真依

公開講座 第 1 会場（2F　ホール）　16：10～17：10

 空がおしえてくれること
気象予報士、防災士、健康気象アドバイザー　　蓬莱　大介

モーニングセミナー4 第 2 会場（5F　大会議室）　9：00～9：40

司会：北村　弘幸（ほそばたクリニックリハビリテーション科）

 福祉用具の効果的な活用方法と重度化を予防する技術 
～ポジショニング・シーティング・移乗から考える～

愛知厚生連海南病院通所リハビリテーションきらら 所長　　二井　俊行

教育セミナー6　【呼吸】 第 2 会場（5F　大会議室）　9：50～10：50

司会：河合　克尚（平成医療短期大学）

 人工呼吸器管理患者に対する呼吸理学療法
亀田総合病院リハビリテーション事業管理部 副部長　　鵜澤　吉宏

口述3　内部障害 第 2 会場（5F　大会議室）　11：00～12：00

座長：鈴木　啓介（岐阜保健大学）

O-15 糖尿病教育入院における骨格筋率の増減に着目した分析
大垣市民病院リハビリテーションセンター　　澤藤　州康
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O-16 回復期リハビリテーション病棟患者におけるサルコペニア疑いと嚥下機能および 
咳嗽力・呼吸筋力との関連性

医療法人香徳会関中央病院リハビリテーション科/  
中部学院大学大学院人間福祉学研究科　　裁　　裕貴

O-17 リハビリテーションから先行した progressive ventilator free breathing による 
長期侵襲的人工呼吸器からの離脱

岐阜県立多治見病院リハビリテーション科/  
岐阜県立多治見病院呼吸ケアチーム　　広田　　晋

O-18 入院心不全患者の呼吸筋力低下の発生率調査
岐阜ハートセンターリハビリテーション科/中部学院大学人間福祉学研究科　　田邉　剛史

O-19 クリニックの外来心臓リハビリテーションに通院する慢性心疾患患者における 
フレイルの発生率と関連因子について

かとうだいきクリニックリハビリテーション科　　野口　恭輔

O-20 間質性肺疾患患者において、サルコペニアが 6分間歩行距離に及ぼす影響
中部学院大学看護リハビリテーション学部理学療法学科/  

神戸大学大学院保健学研究科/  
神戸市立医療センター西市民病院リハビリテーション技術部　　大竹　康平

O-21 ICU-AWを有する心筋 塞患者における ICU退室後の骨格筋量と動作能力の経過
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院内部障害理学療法課　　山下　真輝

ランチョンセミナー4 第 2 会場（5F　大会議室）　12：20～13：10

司会：吉井　秀仁（山内ホスピタル介護老人保健施設）

 理学療法士が知らない就Bの世界
ウインキャリア株式会社 代表取締役　　丹羽久美子

共催：ウインキャリア株式会社

教育セミナー7　【教育】 第 2 会場（5F　大会議室）　13：30～14：30

司会：岩島　　隆（岐阜保健大学）

 個別性を理解し仕事を通して育成するマネジメント
社会医療法人財団新和会八千代病院総合リハビリセンター 技師長　　松山　太士

口述4　運動器 第 2 会場（5F　大会議室）　14：40～15：30

座長：木村　英司（中部国際医療センター）

O-22 人工膝関節単顆置換術の予後予測～在院日数に関与する因子の検討～
浜松赤十字病院リハビリテーション第一課　　池村　進吾
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O-23 人工股関節全置換術後の主観的不満足度に影響を与える因子の検討  
～術後 12 ヶ月の患者立脚型評価に着目して～

社会医療法人厚生会中部国際医療センターリハビリテーション技術部　　奥村　奈央

O-24 膝関節屈曲制限に対してエコーを用いた治療により階段昇降獲得に至った一症例
聖隷浜松病院リハビリテーション部　　高橋　亮祐

O-25 術前栄養状態は経皮的椎体形成術後の隣接椎体骨折発生率に影響を与える可能性がある
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院リハビリテーション科　　永田　達也

O-26 変形性膝関節症患者における膝のこわばりは痛みと関連を持つ要因と組み合わさる事で 
膝関節痛の悪化に強く影響する―アソシエーションルール分析を用いた検討―

社会医療法人杏嶺会一宮西病院リハビリテーション技術部　　山藤　滉己

O-27 靴下着脱動作と脊椎アライメントの関係性
いえだ整形外科リハビリクリニックリハビリテーション科　　長野　好希
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